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到達目標
1 前期量子論と原子の構造が説明できる。
2 ド・ブロイの物資波が説明できる。
3 量子力学の基礎が理解できる。
4 原子のエネルギー準位が理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 前期量子論が計算により示せる。 前期量子論と原子の構造が説明で
きる。

前期量子論と原子の構造が説明で
きない。

評価項目2 電子線回折の説明ができる。  ド・ブロイの物資波が説明できる
。

 ド・ブロイの物資波が説明できな
い。

評価項目3 簡単な問題でシュレーディンガー
方程式を解くことができる。

与えられた系の シュレーディンガ
ー方程式を書くことができる。

シュレーディンガー方程式を書く
ことができない。

評価項目4 対称性とエネルギー準位の縮退の
関係について説明できる。

 簡単な問題で原子のエネルギー準
位の計算ができる。

 原子のエネルギー準位が説明でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
 (A)
教育方法等

概要

量子論の基礎を理解し，原子の構造，原子のエネルギー準位について説明できることを目的とする。
【Course Objectives】
　The aim of this course is:
1. an understanding of the basis of quantum theory,
2. an understanding of the energy level of atom.

授業の進め方・方法

１．講義を中心に授業を進める。
２．例題や演習により講義内容の理解を深める。
３．授業時に適宜課題を与え，提出を求める。
４．講義の内容は必ずノートにとる。
５．復習し，課題は必ず解く。
６．学習した内容はノートで確認し，理解を深める。

注意点
前期，後期共に，２回の試験の平均で定期試験結果を評価し、定期試験の点数（80％）と，授業中に行う課題の評価
（20％）の合計をもって総合成績とする。
また，成績の評価は，到達目標の到達度を基準として行う。
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授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 シラバス内容の説明，量子論のはじまりと原子の構造 １ 前期量子論と原子の構造が説明できる。
2週 原子模型とボーアの量子論 １ 前期量子論と原子の構造が説明できる。
3週 水素原子のエネルギー準位 １ 前期量子論と原子の構造が説明できる。
4週 物質の波動論 ２ ド・ブロイの物資波が説明できる。
5週 古典論と量子論 ２ ド・ブロイの物資波が説明できる。
6週 古典解析力学―ラグランジュの運動方程式 ３ 量子力学の基礎が理解できる。
7週 古典解析力学―ハミルトンの運動方程式 ３ 量子力学の基礎が理解できる。
8週 中間試験

4thQ

9週 ハミルトニアンと位相空間 ３ 量子力学の基礎が理解できる。
10週 シュレーディンガー方程式 ３ 量子力学の基礎が理解できる。
11週 定常状態のシュレーディンガー方程式 ３ 量子力学の基礎が理解できる。
12週 例題と演習 ３ 量子力学の基礎が理解できる。
13週 エネルギー準位の縮退とエネルギーバンド ４ 原子のエネルギー準位が理解できる。
14週 フランク＝ヘルツの実験 ４ 原子のエネルギー準位が理解できる。
15週 不確定性原理 ３ 量子力学の基礎が理解できる。
16週 期末試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学 物理 電気 クーロンの法則を説明し、点電荷の間にはたらく静電気力を求め
ることができる。 3

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 80 0 0 0 20 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


